茨城県潮来市旧牛堀村須田本家文書の研究-牛堀村の屋並の復元- by 門前,博之
明治群 人文科学研究所紀要 第5glli}(2006年3}】311D1-1『
茨城県潮来市旧牛堀村須田本家文書の研究
一 牛堀村の屋並の復元
門 前 博 之
2、4δsカηo'
AnExaminationoftheDocumentsoftheSudaFamilyinFormer
UshiboriVilage,ItakoCityinIbarakiPrefecture:
ARestorationoftheRowofHouseslnUshiboriVillage
KADOMAEHiroyuki
InthedocumentsoftheSudafamilythereexists,boundinelevensheetsofJapanesepaper,adraft
ofapictorialmapoflandsforresidencesandfarminginUshiborivillage.Thispictorialmapwasnot
chronologicallycomplete.Itshowslandowners'names,thesizeofthearablelandofsomeresidence:,
f
andlotnumbers.'ThesecoincidewiththoseenteredintheTempoLandSurveyRecord,andthisfact
」
presumablyshowsthedevelopingsituationoftheresidencesatthefirneoffhe"1`empoLandSurveyin
1842.TheFamilyRegisterofJanuaryin1857(thefourthyearof重heAnseiperiod),compiled15year
■
aftertheTempoLandSurvey,recordedthepresentyieldofeachfamilyanditsoccupation,lncluding
thoselistedafterthefourthyearoftheAnseiperiod.Basedonthesedocumentsavailabletotheauthor,
thisarticleahemp吐stoanalyzethedevelopingsituationofeachresidenceandoccupationinviewofthe
1`empoLandSurveyKecordandtheFamilyRegisterofJanuaryofthefourthyearoftheAnseiperioc,
andtriestorestoretherowofhouse.inUshiborivillage,whichgrewprosperouslyilltoatownfun一
ctiollingasa重・iversldepoilltforembarkation.Inaddition,theauthoraimstoexaminetheformatiollo∫
Ushiborivillage.
.
TheresultofthisexaminationoftherestorationoftherowofDouseshasreveledforty-thrceocα1一
pationsoutofseventylandownersenterediiitheTempoLandSurveyRecorcwhichamountedtoonly
sixty-onepercent.Althought遷1eattempttorestoretherowofhousesprovedtobeir[adequa{e,thisarti一
cleindicatesthataprototypeoftherowofhousesinUshiboyi.villagehadalreadybeenestablishedat
曹
thetimeoftheTelnpoLandSurvey.
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茨城県潮来市旧牛堀村須田本家文書の研究
牛堀村の屋並の復元
門 前 博 之
は じめに
牛堀 ・永山両村を例に,近世村落の形成を近世的集落の形成と併せながら検討することを試みてき
た。永山村については寛永検地帳の屋敷地の所在をおおよそ確認することができた(且)。しか し,牛堀
村については,か つては川岸であり,町 場 として発展 して きたこの村は変貌が激 しいのか,現 地調査
を行っても,寛永検地はもとより天保検地の名請人の屋号やその屋敷の所在地を聞き出すことは永山
村以上に困難であ った。
須田本家文書の中には,牛堀村の屋敷や耕地の地図を11枚の半紙に描いて綴 じた牛堀村の耕宅地
絵図 とで も言 うべ き絵図の下書きがある。 ζ:の絵図(以 下,耕 宅地絵図と称することとする)は 年欠
だが,絵 図中の膣敷地や耕地片の中には人名 ・耕地面債や番号が記されている。それは天保検地帳の
名詩人名 ・耕地面積や地番 と同 じようであ り,と すれば,こ れによって天保検地時(1842年)の屋
敷地 の展開状況は知 ることができる筈である。 また,そ の15年後の ものだが,安 政4(1857)年.IE
月の人別改帳 にはその時点での各戸の持高や,安 政4年 以降の もの も含 まれるが,生 業 も記載され
ている{2)。天保検地帳や安政4年 正月の人別改帳にも検討を加 えなが ら,個hの 屋敷地の展開状 況を
その居住者の生業 と併せて検討すれば,川 岸 としての機能を有 し,町 場 として発展してきた牛堀村の
近世後期 ・幕末期の村の様子を明 らかにするとともに屋並の復元をも試みることができよう。
寛永 ・天保検地の名請人の屋号をほ とんど聞 き出せないのは,ま だ現地調査が足 りないこ とによる
のかも知れない。今後の調査の手掛か りを得るためにも,本 稿では以上のような作業を中心にしなが
ら,近 世後期 ・幕末め牛堀村の屋並を復元しつつ,当 初意図 していた牛堀 村の形成 についても若干の
考察を加えることとしたい。
1「 山下18軒」について
牛堀村には 「山下18軒」 とい う言い伝えがあ る。それは 「山下18軒」 と言われ る家 々が牛堀村を
「
9開いたという言い伝えである。牛堀村の屋並の復元に先立ち,最 初に 「山下18軒」 との関連で,牛
堀村の集落の形成について考えておこう。
しか し,そ のr山 下」の位置 も明確 では な く, どのような歴史的具体性に裏付けられた言い伝えな
のか今迄推測す ることもで きなかったが,そ れは どうや ら 「牛堀開踊 人名記」 とい う一枚の偽文書に
端を発していたことが本年の調査で確認できた。その偽文書は牛堀町の1家の所蔵となっている。文
書そのものを拝見することはできなかったが,そ の文書の文面は同家の屋敷神の基壇の部分の石に刻
み込 まれて お り,そ れを見るこ とがで きた。その全体 を掲げ る と以 ドの ご とくである。
抑 牛堀開聞人名記 右山下拾八軒 ノ者也
抑實治弐年二月山下村ノ民ノ(ヵ)開 鎮守熊野大権現 亥ノ九月九日二建ル
永II」大隅忠則 文永十年九月 社弐尺五寸四面 松木百本ヲ械ル
費治弐年四月開 山上長三郎重行 社内地所四畝弐歩 外二大道這弐拾八間三尺
當藤茂石工門忠近 弘安元年五月 幅二間壱尺
寳治弐年六月 諸岡助左工門頼光 正和五年十月 元徳三年
前嶋七郎平豊忠 弘安三年四刀 河崎治太夫金明 柳町惣五郎利政
・賓治弐年九月 永111佐平太孝茂
元徳.二年二月 文安三年四月
和国伊三郎信辰 弘安七年 』三刀 前嶋七之丞知則 羽生玄兵衛正次
賓治弐年十月 兼平與惣兵衛茂 一・・ 元徳二年八月 天文元年
今泉太兵衛祐定 弘安弐年八月 今泉太左工門祐貞 前嶋保兵衛正文
弘長三年四月 柳町嘉右工門元禮 元徳 三年五月 弘安二年四月
大谷藤左工門吉政 弘安弐年十二月 住谷半之丞行延 坂本権之丞忠郷
文永五年二月 山口善九郎朝信 御高百八拾石 庄屋藤左エ門
取田勘左工門忠安 弘安二年三月 天文弐拾壱年子ノ十刀 組頭藤右衛門
文永六年五月 羽生玄右工門正文 右之通 り書上中候也
須田治兵衛豊則 弘安五年九月
文永九年三月 山]善左二[門朝忠
兼平与平茂一 永仁元年三月
大内権左工門泰明
(年刀記 さず,マL)
'以 上のご と く
,前 半 には山下18軒の 名前 があ り,熊野神社の記載を挟んで後半にも他の人名が記
されている。 その意味する ところは必ず しも明 らかで はないが,見 られ るように人名 には年 号が附 さ
れてお り,前半の人名に附 された年号は13世紀中顎から後半の年号で,永 山大隅忠則なる人物のみ
には年号費治弐年四刀のあとにr開」の文字が記 されている。後半の人名に附された年 琴は14～16
世紀 の ものが大部 分だが,末 尾 を見 る と,天 文21年の年号 とともに近 世に入 ってか ら現 れ る庄 屋 ・
組頭 の名前や持高が記 され,ま た,天 和4(1684)年 に勧請 ・創建されたとされる熊野大権現がある
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図1潮 来市牛堀の住宅地図
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注)本 図はゼソリン住宅地図2000「行方郡牛堀町」によって作成。
図2潮 来市牛堀の小字図
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6な ど,明 らか に偽文書 であ る ことが うかがわれ る。 では,こ の偽文書が主張 しよう としているこ とは
どの辺 にあるのであろうか。永 山大隅忠則 に続いて忠則 と同 じ年号の者3名 がいることか らすれ
ば,そ れ ら4名 によって最初に牛堀が開かれ,続 けて山下村に居住したであろう4名以下の人!;に
よって牛堀村は開かれていったのだ と主張したいのであろう。
牛堀の現在の集落の様子を住宅地図によって示す と図1の ご とくであり,その小字図を示す と図2
のごとくである。牛堀の地形は永山方面から延びた台地の西側に自然堤防が発達 し,台地東側には夜
越川の作る谷底平野がひろがっているが,小字図を見 ると台地に当たる部分のすぐ東側に 「山下」と
いう小字がある。その小字は谷底平野1:に位置し,その大部分は水田である。谷底平野 と台地 との境
に集落を造成することもあるいは可能であったかも知れないが,湿地が台地際まで迫っていることを
考える と,山 下村 の所在 をそ こに求め るこ とは不 自然 なよ うに思 われる。 とすればllI下村 は どこに位
置していたであろうか。あるいは架空の村なのであろうか。
天文21年と年号のある偽文書に記載された個々の人物 にはその子孫が想定 されていた筈である
が,今 はそれについて知 り得ない。そこで,牛 堀村を最初に開いた とされる永山大隅忠則の子孫を,
5
時間的には大分隔たるが,安 政4年 人別改帳には各戸の姓 も記さ;れているので,そ の永 由姓の者の
うち最 も持高の多い者郷医通栄をその子孫とすると,その屋敷は 「入ノ屋敷」にある。その位置は近
世における牛堀村の集落の中心 「束」「内川岸」「宿」「上宿」に比 して台地に近接 し,や や高い とこ
うに位置している。「入ノ屋敷」の東側 「西ノ入」は台地上の小字であるが,永 山方面か ら延びた台
地 「権現 台」は権 現 山 とも称 され,.それに続 く 「中 ノ台」r西ノ入」は入の山 と称 され る。 山 下の山
を入の山 とすれば,「山下」は その 山下 であ り,ま た,「入 ノ屋敷」 も山下 となる。
寛 永検地帳 では屋敷地 に小字 は記 され ていな か った。そ して 「束」「内川 岸」「宿 」「.1二宿」等の小
字の記載が寛永検地帳にまった くなかったことは,寛永検地帳の屋敷地がそれ らの小字にあったこと
を推 測 させ るω。 とすれば,寛 永期 には牛堀村の集落の 中心 は形成 されて いた こ とになる。 しか し,
永山大隅忠則の屋敷が 「入ノ屋敷」にあった とすれば,寛 永検地時の 「東」「内川岸」「宿」「上宿」
等 自然堤防上に展開する集落 より古い集落がその周辺のあ ったことを意味 しよう。天文21年の偽文
書は 「入ノ屋敷」やその周辺が牛堀村では古い集落であることを主張 したいのではなかろうか。入の
山の麓に位置する 「入ノ撃敷」やその周辺は自然堤防上でもより高所なところであり,そ こに寛永以
前の集落=山 下村が存在 していたと考えることは不可能ではない。その確証を今は得 られないが,山
下村が村内で主導的位遣を保っていたと'して もそれは寛永検地以前のことになろう。寛永以降におけ
る牛堀 ・永 山両村の名主須田家は 「内川岸」に位置 している。本稿では山下18軒による開村の可能
一 性のあることも推測 しつつ,近 世の村 として展開する牛堀村の集落の祖型は遅 くも寛永検地の時点
(1641年)には形成 されていた と考 え,以 下 に考察 を加えてい こう。
なお,牛 堀の 集落は1929年の現 牛堀第…・小学 校 か ら潮来:方面 に真 っ直 ぐ続 く新道 の造 成 と,1969
年に始まった夜越川の河道付替ωによって大きな影響をうけたが,そ れらの造成や付替以前に原図が
作 られた図2と 現在の住宅地図である図1を 比較すると新道がどのようにつけられ夜越川の河道が
どのように付け替えられたかが看取される。
1
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皿 屋並の復元
a天 保検地帳と安政4年 人別改帳に見る牛堀村
牛堀村の屋並を,欠年の耕宅地絵図を基に天保検地帳,及 び, 安政4年の人別改帳によって復元
することが本稿の 目的であ るが, 先ず, 検地帳及び人別改帳の示す牛堀村について見ておこう。
天保検地は水戸藩によって実施された領内惣検地であるが,検地帳の集計によって耕地所持による
村内構成を示すと表1の ごとくとな る。 名請人数 は121名,最大の耕地所持者は七衛門で,その所持
耕地面積は3町11歩(田1町9反2歩,畑 ・屋敷1町1反9歩) で あ る。 庄屋源 之丞がそれに次ぎ,
その所持耕地面積は2町5反9畝(出1町3反5畝10歩, 畑 ・屋敷1町2反3畝27歩)と な ってい
る。名請地面積では庄 屋源之丞は村内2位 とな っているが, 表1を 見て特徴的なことは村内に占め
る 下層の割合の高 さであ る。 名請人を1町5反 以上層 (2名)4反～1町5反 層(18名)4反 以下層
(101名)に分けてその割合を見る と,2%・15%・ 83%のご とくであ り, 4反以下層が圧倒的多黎を
占めてい る。 そのなかには他村 か らの入作26名も含 まれ るが, それを除いても4反以下層(75名)
は村内名請人95名の79%を占め, 1反以下層(36名) だけ を見て も村 内の38%を占め ている。そ;れ
に入作 を除 く4反 以下層(75名) の26名は無屋敷 とな ってお り,それは村内名請人全体の27%をも
占めている。
入作 は上 戸村11名 ・大嶋村6名 ・永 山村3名 ・元 津村2名 で,清 水村 ・嶋 崎村 ・三嶋村が 各1
名,堀 之内村が1ヶ 寺であ り (清水村次郎兵衛は屋敷2反 余2筆,堀 之内村'二本松寺は屋敷2畝 余1
筆のみの名請人 となって いる),常陸利根川を隔てた対岸の大嶋村 ・元津村 ・三嶋村等からの入作の
表1
一 一一一
天保検地帳にみる階層構成
名詩人数 無屋敷 入 作
・」一 一 「π 一一 一
反 反 名 名 名
30-35 1
25-30 1
15-25 0
14-15 2
9-10 1
8-9 1
7-8 2
6-7 2
5-6 4
4-5 6
3-4・ 7 1 1
2-3 13 1. 2
1-2 26 10 4
0-1 55 39 19
合 計 . 121 51 26
一
8存在が注 目される。
牛堀村の天保検地帳の特徴 として,屋敷地に多 くの 「抱屋敷」があることがあげられる。抱屋敷は
村内上層が多 くを所持 しているが,庄屋源之丞の場合,全 部で13筆の屋敷地を名請けし,うち8筆
は抱屋敷 となっている。「地方凡例録」は抱屋敷 と抱田地を説明して 「共村の百姓にてハあらずして
外より其村の田地屋敷を所持するを云」と述べているが㈲,抱屋敷は村内土層が多 く所持すること,
また,他村の所持者も存在することなどから,抱屋敷 とは買得あるいは抵当として集積された屋敷な
のではないか,と 推測 され る。水戸藩の天保検地条目は屋敷地について 「百姓共居屋敷之内格別之義
を以…軒各二畝歩ッ・御年貢諸役令免除,二畝歩以下之小屋敷ハ其地面丈ケ免除之,市場 ・浜方等宿
並之義ハ:大小タF不拘其屋敷反別之内一割可令免除事」(読点等は筆者) と屋敷に関する年貢諸役の免
除を規定 しているが軌 検地帳上の抱屋敷には免除の記載がない。抱屋敷が居屋敷ではないからであ
ろう。抱屋敷には村内の無屋敷層の多くが居住していたことが推測されるが,抱屋敷については後述
す ることとした い。
、堺上のごとく天保検地帳によれば天保期の牛堀村には所持耕地だけでは生活できないと考えられる
4反以下層が封内の8割近 くを占め,1反以 ド層に限っても村内の4割近 くを占めていた。その生活
を可能 としたのが牛堀村の川岸 としてのまた町場 としての発展 である。次 に検地 よ り15年の隔た り
があ り,以 下,検 地帳では把握 で きな い村民の生業 について検討 しよう。
安政4年 の人別改帳から,持高によって村内構成を示す と表2の ごとくである。
最大の持高所持者は天保検地最大の名請人七衛門と同じで,そ の持高は16石余であるが,検 地帳
では七衛門に次いだ庄屋源之丞について人別改帳にはその持高の記載がない。従って,表2には源之
丞を加えてないが,持 高記載がないのは天保15年に源之丞=須 田家では別家が取 り立てられてお
表2 安政4年 人別帳にみる階層構成
＼ 戸 数
一 一 「一 }・
了i石 戸
10-17 1
9-1G 1
8-9 1
7-8 1
G-7 3
5-6 3
一
4-5 重
3-4 5
2-3 15
1-2 1(
0-i
O
42
24
合 計 113
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り⑦,そのようなことが関係しているのかも知れない。安政4年 人別改帳の表紙には 「庄屋須田重作」
とあ るが, 重作は新宅の主である。源之丞の持高を検地帳で計算すると27石余 となるが,七 衛門に
ついても同様に計算するとその持高は28石余 となる。七衛門家も別家を取 り立てたのであろうか。
人別改帳の総戸数113戸についてla石以上層(1名),4石 ～10石層(10名),4石以下 層(102名)
に分 けてその割 合を見 ると,順 に1%・9%・90%の 割合 とな り,検 地帳 で見たの と同様下層 が圧倒
的に多 く,人別改帳では4石 以下層で村内の9割 が占め られている。4石以下層102名中24名は無高
とな って い る が, この ことか ら天保検地 の時には帳外 も存在 していた ことが推測 され る。 なお,人 別
改帳では無高の名称は使用していないが,魚商のうち10名には名前の上に水呑 と記されている。
人別改帳には各戸の生業や家族内の戸主以外の就労者 ・出稼ぎ ・奉公等について記載がある。その
記載の中には朱筆で 「江戸出稼致居候処,慶応三年卯五月帰村」という記載もあるごとく,その記載
は幕末にいたるまで書き加えられた記載である。従って,安 政4年 という同じ時点での生業の確認
ではないが, その記載によって近世後期 ・幕末の牛堀村の生業の様子を知ることはできよう。生業の
多 くは農 間渡世 であるが,農 業ば か り ・農業 ・百 姓等 と記 され農業専業者 とされてい るもの21戸も
存在す る。また,無高で生業を有する者はその生業を専業にしていることになるが,人別改帳の記載
か ら農業以外に61戸が40種ほ どの生業についてい るこ とが確認 され る。 ●
安政4年 宗 門人別帳 に よって生業 を知 るこ とがで きる61戸について,農 業専業者21戸と併せて持
高別にその生業を整理する と以下 のご とくであ る。
16石台 材木渡世(1戸)
9石台 造酒渡世(1戸)
8石台 農業専業(1戸)
7石台 農業専業(1戸)
6石台 郷医(1戸)・ 菜種井 白米升売 り(1戸)・農業 専業(1戸)
5石台 農業 専業(2戸)
9石台 荒物太物渡世(1戸)
3石台 魚屋渡世(1戸)・ 船大工渡 世(1戸)・農業専業(3戸)
2石台 荒物小間物 渡 世(1戸)・ 魚問屋(1戸)・ 煎茶 渡 世(1戸)・ 鍛冶屋 渡世(豆 戸)・旅人
泊(1戸)・ 酢渡 世(1戸)・ 造酒渡世(1戸)・x渡 世(1戸)・ 高瀬船頭(1戸)・ 農業
専業(4戸)(計13戸)
1石台 魚売 渡世(1戸)・ 煙 草切渡世(1戸)・ 酒升売 り質物預 りG戸)・ 磯間糀 ×屋渡 世(1
戸)・魚売(1戸)・高瀬乗渡世(1戸)・湯屋(1戸)・船 さ し(1戸)・生魚渡世(i戸)・
農業専業(2戸)(計11戸)
1石未満 もちや渡 世(3戸)・ ほ くち渡世(1戸)・ 荒物 小間物太物渡世(1戸)・ 箆蕩豆腐 渡世
(1戸)・荒物 太物渡 世(3戸)・ 魚売渡世(1戸)・ 畳屋渡 世(2戸)・ 足袋仕立渡世(1
戸)・旅人泊(1戸)・ 菓子渡世(1戸)・ 旅人宿(1戸)・ 船乗渡世(1戸)・ 水戸藩御船
泊船 さし(1戸)・ 鍛冶屋職 人(1戸)・ 府 中船乗(1戸)・ 古鉄x× 職人(1戸)・ 煙草
]0
切渡世(1戸)・薬売 り商人 く1戸)・農業専業(6戸)(計29戸)
0石 豆腐 渡世(1戸)・ 酒造渡 世(1戸)・ 豆腐渡世魚売(1戸)・ 穀物渡世 く1戸)・大工職
(1戸)・魚売渡 世(1戸)・ 旅 人宿(1戸)・ 船 さ し(1戸)・ 船乗渡 世(3戸)・ 左官渡 世
(1戸)・もちや渡世(1戸)・ 農業専業(1戸)(計14}一)
(総計82戸)
農業専業者21戸のほか,農 聞あるいは専業の生業を有する者が61戸で,生 業のわかる82戸の74%
を占めていることは,牛堀村の町場 としての発展を示すとともに,村民が流通経済との関わりな く生
活ができないことを示す ものであろう。最大の高持で材木渡世を鴬むのは七衛門であるが,牛堀村に
は川岸問屋はなかったようである。北側隣村永山村の西方霞 ヶ浦側には牛堀村舟休堀があるが(8),滞
船所 としての機能が牛堀村の川岸としての重要な機能であった と思われる。
上記 によって地域的な特徴のあ る生業 を見 る と,船 大工1戸 ・高瀬船頭1戸 ・高瀬乗1戸 ・船乗5
戸 ・船さし3戸がある。船乗と船 さしなど明確な相違のわか らないもの もあるが,船 大工や船乗等
水運 関 係の仕事 に従事す る もの111='が目につ くほか,魚 問屋1戸 ・魚売渡世5戸 ・生魚渡世1戸 等
魚類の売買に従事する者7戸 も存在する。 また,旅 人宿 ・旅人泊が4戸 あることも認められる。船
さLの うち1戸 は水戸藩御船泊船さしと読めるが,牛堀村舟休堀における水戸藩の船さしであろう。
以 上 の ほ か,造 酒 ・酒 升売 り ・医 者 ・荒 物 太 物 ・茶 ・鍛 冶屋 ・煙 草 ・糀 ・湯 屋 ・もち屋 ・菓 子 ・ほ
くち ・箆蕩 ・豆腐 ・畳∵ 足袋 ・古鉄 ・薬売 り ・穀物 ・左官 等の渡 世があるが,そ れ らは牛堀村の町場
としての発展を示すものであろう。薬売 りは越中富山の薬売 り商人で居付いた者である。
他方,農 業を専業 とす る とされた21戸は,8石 余 の与七 を最高 に5石 以上が5戸,5石 ～1石 が9
戸,1石 未満 が6戸,0石 が1戸 とな っている。5石 の高持 百姓 にして も安定的 に再生産 してい くこ
とは困難 と考え られ,そ れ らの多 くは小作のほか実際 には:余業 も行 っていたのであろう。 また,生 業
不記入の31戸中30戸は3石 以下層 であ り,こ れ も同様 に考 えられ るのではなかろ うか。
農業を専業 とする とされた戸や,生 業 についてまった く記載のない戸 の中には,福 田屋 ・銚 子屋 ・
今田屋等渡世を行っていた際の屋号 と思われる屋号が記された戸が散見するが,そ れは町場における
渡世の経営が不安定であったことを示すものであろう。
安政4年 の人別改帳を通観すると,奉公は村内上層から下層に至るまでその家族が奉公に;f;てい
るこ とを認 める ことがで きるが,出 稼 ぎを出 して いる層は4石 以下層 に限 られ る。 その数28戸であ
るが,う ち4戸 は家族全員かそのほとんどが出稼ぎに出てお り,他の1戸 は戸主が出稼 ぎに出て行
方不明 となっている。また,そ れとは別に3石 以下層の中には大困窮あるいは困窮 と記 された7戸
も存在 する。
b屋 並の復元
須田本家文書中の年矢の耕宅地絵図下書きを半紙を繋げて屋敷地の部分をトレースして掲げると,
図3の ごとくである。図3で は原図には記入 されている屋敷地の面積 と所持者名は記入 してない
が,地番は算用数字で記入してある。その地番と地番ごとの屋敷地の面積は天保検地帳の…筆ごとに
振 られた筆番号や面積 と同じである。所持者名も多 くは同じであ り,この耕宅地絵図下書きは天保検
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地帳に基づきながらそれより余 り遠 くない時期に作成されたことが理解される。
耕宅地絵図下書 きには,夜 越川の常陸利根川の開口部の箇所に川船が9艘 描かれ,そのそばの夜
越川右岸には番小屋の様な建物があ り,そのやや上流部に東栄橋があって,その訣には高札場が描か
れ ている。9艘の船が描かれた辺 りが川岸であろう。描かれた船は舳先の形からすると,茶船(猪 牙
船)で あろうか。そして,絵 図下書 きには屋敷が描かれている屋敷地も多いが,屋 根は寄棟型か切妻
型になっている。川岸近 くの側面が黒 く塗 られた屋敷は蔵であろう。門柱の上部に木を渡した程度の
簡単な門をつけた屋敷 もある。須田家新宅の薬医門型式の門はこの絵図には描かれていない(9)0
天保検地の屋敷地名請人数は70名である。既述のように牛堀村の屋敷地 の中には抱屋敷がある。
抱屋敷のほかにも居宅以外に屋敷地を有する名請人がいるが,そ れらを併せて複数の屋敷地を有する
名請人について所持耕地面積順に整理すると以下のごとくである。
名詩人名 屋敷地総筆致 うち抱屋敷 名請人名 屋敷地絵筆数 うち抱屋敷
3町台 七衛門3筆1筆 3反台 平 助2筆 1筆
2町台
7反台
源之丞138
源 八65
清水村 次郎兵衛2
2
堀之内村 二本松寺1
2
1
6
'喜三郎21 利兵衛2
五衛門11 1権 七2
5 孫 平2 彦兵衛2
4 太左衛門21 熊太郎2 1
一一 一
f:緯iド『21
L一皿一 「 「
喜兵衛31・ 計 24
抱屋敷の所持数は8筆 の源之丞が最も多いが,全抱屋敷24筆中ユ6筆と7割近 くが6反 以上の耕地
を有する村内 L層に よって 占め られてい る。 また, 抱屋敷のみを所持する名請人3名 中2名 が他村
の農民 と寺 となっていることは,抱屋敷が買得や抵当として収得されたことによって生じた家作であ
ることを推測させるが,抱屋敷は居屋敷ではないと考えられるので/次 に,年 貢の免除が認められた
屋 敷,ま た, その戸の人別改帳上における出現順などを勘案して,天 保検地帳の屋敷地名請人 とその
面積を記 し, 安政4年 の人別改帳を対照すると,表3の ごとく検地名請人の生業について知ること
がで きる。表3に は絵図上の所持者名 も記入した。人別改帳に同名のものが存在するな ど,正確を
期 し得 な:いが, 表3に よると検地名請人 と照合できた ものは抱歴数を含め屋敷地101筆中52戸であ
り,う ち生業の わかる ものは43戸であ る。表3 によると,耕宅地絵図下書 きには川岸に近い集落の
北にある小字入の慶 しき ・上向 ・東の集落の記載が落ちていることがわかるが,図3 と表3と 併せ
なが ら以下, 牛堀村の屋並を概観 しよう。
冒
絵図を見ると,川 岸の正面にはほかの屋敷にはない長屋門を有する1.庄屋源之丞の屋敷がある
が,そ の西隣 り2.源八も須田姓を名乗 ることからすれば(元 禄頃の分家に源八郎がいる),川岸の主
要な部分は須田家によって所持されていることがわかる。源八の屋敷の中には二階屋があるが,川岸
/1
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表3 図3対照表
一 一
」一 冒
検 地 帳
, 「 冒 一
帳」=地番 小字名 地種 面積
「「 冒 「
帳上の名請
絵図上の名詩 安政4年人別改帳の記載
冒 「冒} 臼 「冒冒__
1 内川岸
一 ・
屋敷
畝
22.19須田源之丞 須田源之丞
「 皿 一
冒
2 内川岸 屋敷 0.20源八抱屋敷 源八
■ 内川岸 屋敷 5.6源八 源八
一 一 一 「 冒 一 π 一
24.ゑ つ(源 八 後家)
「 冒 一 「一_
4 内川岸 屋敷 4.9須田源之丞抱屋敷 須田源之丞抱屋敷
「 一
冒 「 齢 買 置 「 「
5
訂一 一一 亘 屋敷 1;.15七衛門抱屋敷 .ヒ衛門抱屋敷冒 皿 「 一 τ
c 宿 屋敷 7.6・ヒ衛 門 七衛門 30.材 木 渡 世,嶋 屋 と云,船 頭,停 土浦 大
黒屋二奉公
冨 π ・ 冒 「
7 宿 屋敷 4.20源兵衛 源兵衛 33.中嶋屋 と云荒物太物渡世,嶋崖分家,
三女佐原村二見習
8 宿
「「冒㎜
屋敷 0.29須田源之丞抱屋敷
一 ・ 「 買置
須田源之丞
」 冒一 冒
冒「「
10 宿 屋敷 3.9喜左衛門 喜左衛門 32.百姓也,弟妹臨場6名 他村二奉公
買 置 「　・」 一 一 皿 冒 冒 一 一 一 冒一 「　 冒 一一
11 宿 屋敷 4.12金衛門 金衛門
12
w冒 鱒 屋敷 2.4伊兵衛 伊兵衛
皿
34,農閲鍛冶屋渡世,次男江戸崎村二奉公
幽 「　一 一 一「}冒 「} 一 「
13 宿 屋敷 2.4勘七 佐助
「 π 一 」5「 ㎜ 冒皿 一 一 ・一 一一
14
皿 胃π π}一 ・ 」」齢
宿
」齢 ・・一
屋敷
1三田
iO.0
4.28
清水村次郎兵衛抱屋敷 清水村忠兵衛
- 冒
15 宿 屋敷 11.27次郎兵衛抱屋敷 忠 兵 衛(9.27)・ 22.忠兵衛,隠 居にて豆腐渡世,利 八人別
安 兵 衛(2,00) 之内
} 　 一 ・ 冒 「 π-一 冒 一
16/1 上宿 屋敷 2.7孫平 孫乎
「一 一」 一 」一」一 一 ・憎一 一 」一 　
16/2 上宿 屋敷 0.11喜兵衛抱屋敷 彦兵衛
「冒一 ・」 一 冒 一
重7 上宿 屋敷 6.6喜兵衛 喜兵衛抱屋敷
・ 一 一 「一 冒 一 一 櫓 一 「 買置 幽一 「一 一 一 ・
18 上宿 屋敷 17.7喜兵衛 喜兵衛 42.造 酒 渡 世,版 本 屋 とz:.十 人 頭,妹2
名江戸浅学:・小網町二奉公
冒} 罰 一一 ・ 一 一一 買 置
19
買 置
量二宿
一 」・
上下畑 2.23郷蔵地 郷蔵地
冒 丁 『}} 一 」一 冒 一 」」 一,冒 冒 冊 一 曹 皿 」昌 」
璽 上宿 屋敷 5.6権之丞 権之丞 43.農 窮ば か り「"「 冒 「冒 一 冒 置旧 唖・齢 一 一一一 」一 ヤ}}」 一 冒
21 t宿 屋敷 2.28孫平 権之水胞 40.本沢孫平,数 年組頭を勤める,次 男上
総,_三女 下 総 二本 公
一 「冒
・ 一 「 一 一 丁㎜ 　 一一 ・・ 一r
22 上宿
=屋 敷
4.24太左衛門 多左衛門 44.農 事 ば か り,二 女 白 浜 村,三 女 麻 生 村
二 奉 公
一 一 一 ・」 ・ 響 」齢一 」 「-
23 上宿 屋敷 2.21太左衛門抱屋敷 多左衛門
w「 一 」 」 ・一 一 一 冒 ρ「 「 「
24 上宿 屋敷 2.21伝七 伝七
一 　
買置一 「 一_「 」一
'L5
冒
上宿 屋敷 2.9太古' 太吉
「一 「「 τ 一 ・ 齢・・ 」 τ 一 冒
2& 上宿 屋敷 5.c五衛門抱屋敷 五 衛 門 抱 ・
}"}「"一 」
「
冒 冒 騨 「「「 一 ・ 学 」 」 一・一
27 上宿 層・畠 1.22村持 墓所村持
Tπ 」一一 一一 τ_ 一 一」 」 買置
28 宮前 屋敷 4.6嘉兵衛 嘉兵衛 49.魚 売,停 船 乗 渡 世
〒 π 買 置 ・・ 胃7 一 一 」 「 冒,齢rw一 ●」 一r_
29
一一鞠
言前 屋敷 1.15由蔵 須田源之丞
冒 一 一 一・一 一」 一 一」　 一 一 「
30 宮前 屋敷 3.10須田源之丞抱屋敷 須田源之丞
■一 一
31 宮前 屋敷 4.18竹二郎 竹二郎 51.すみ(竹二郎後家),足袋仕立渡世
一　}「 「 「一 一 「 一 丁 「冒一
32 宮前 屋敷 5.12七衛門 冨二郎抱屋敷
冒}冒 「一 一 齢
一
33 宮前 屋敷 428忠兵衛 冨=二郎. 52.冨次郎,荒 物太物渡世
一・} 一 一 」 「 π
一蓬璽
宮前 屋敷 6.1S須田源之丞 成井藤九郎
一一 一 一 「買 置 門 ・ 一・
35'宮前 屋敷 4.25佐兵衛 佐兵衛' 53.土手際に引越もちやに成る(ヵ)
「冒　 一 一 一}冒 一 」 冒
36 宮前 屋敷 3.10利兵衛 利兵衛
37 宮前 屋敷 0.25源二郎 源二郎
淡城県潮来市田牛堀村須田本家文書の研究
表3 図3対 照表(つ づき)
15
牛堀村の屋 並の復元一一
検 地 帳
絵図上の名詩 安政4年人別改帳の記載
帳上地番 小字名
一
地種 面積
」 一
帳上の名請
一 冒
38 宮前 屋敷
畝
1.5 勘兵衛 平助
39 宮前 屋敷 3:]須田源之丞 須田源之丞
一
40 宮前 屋敷 5.2
_・ 一 一 一 や
甚八 甚八 56.ふ ゆ(甚 八後 家),百 姓 也
「 一
41 宮前 屋敷 6.`L3
「 冒 一
2.18
平助 平助 57.魚屋渡世,川 岸や といふ,弟 真鍋方二
奉公,弟 村内二見習fl:居
42
」一
宮前 屋敷 喜三郎抱屋敷 喜三郎抱
」τ 一 _買 置 一
43 宮前 屋敷 5.1吉衛門 吉衛門
「冒 「
58.農業あい問椛渡世,弟江戸二奉公
一 」・ 一皿 冒
44 宮前 屋敷 1.14
一
徳衛門 勘衛門
45 海端 屋敷
一
5.1
冒 一
忠蔵
一 ・ ・ 」一 冒
忠蔵 60.船大工渡世,農 業少h,弟 小川村二出
稼,妹 手賀村二奉公,伯 母潮来村二出
稼
・ 一 冒・ 冒 ,.・ 一 ㎝ 冨　 T冒「 「
46 海端 屋敷 董.12須田源之丞 忠蔵抱屋敷 」一
互デ
一 皿 「
海端 上畠 0.12村持 藻揚場材持
48
冒
海端
}「
堅敷 2.1
一 π
浅衛門
}「 「
浅衛門 63.湯屋,家宅売払,停 ・三男府中二奉公・㎝
49 海端
齢
屋敷 1.2
-一 ・
須田源之丞抱屋敷 須田源之丞抱屋敷
冒 冒
50 宮脇
置 一
屋敷
冒 胃 」
3.22惣兵衛 惣兵衛
一 「
61卜 一屋と云荒物 ・太物渡世,十 人組頭
冒
51 宮脇 屋敷 平助抱屋敷
響7
平助抱屋敷
52
一
宮脇
一
屋敷
3.'L8
3.5孫十郎 孫 卜郎
齢 一 一 τ 「 ・}「
87.小御山守,埣 水戸二出稼,二 男江戸二
出稼
一 輪 一 「
皿 一}π
海端 屋敷 13.6源八抱屋敷 源八抱屋敷53
59
55
宮脇 屋敷 0.19須田源之丞抱屋敷 須田源之丞
一 」 一 冒「「
一
宮脇
冒 訂π
屋敷 0.21兼古 兼吉 85.盲人信登一と云,姉 玉造村二出稼
56 宮脇 2.0善蔵
胃 一
善蔵 84.古 鉄 渡 世
一一
屋敷
「」 一}
屋敷
　 一 "響
冒冒 一一「「
5i 宮脇
}「
0.29
冒 「 「 一
1.14
六衛門
_._L_.一
六衛門
墨田昌一,一
58'海端 屋敷
・一
源八抱屋敷 源八抱屋敷 」 唖
60
wτ
海端 屋敷 2.23、F左衛門 平左衛門 66.高 瀬 船 頭 ㎝ ㎜ 「}
61 海端 屋敷 0.18
・一 一 一「
村持 (記載なし)
62 海端 屋敷 平吉
一 「一 ・」 一・一
平吉 109.土浦 三 田 稼
63
-
64
海端
一
海端
屋敷
4.2
・一
3.26罐六 権六
「冨 一 」-「
68.さの屋と云船さし,停高瀬乗,二 女土
浦領真壁村二奉公
皿 「
屋敷 4.20
一 ・一皿
源八抱屋敷 源八抱屋敷
65 海端 屋敷 225
一 ・」 一
室≧士F1臼
-ππ 一 一
並 一 駄
目 「■
一 『 一 一
69.福田屋と云,農 業,f-2名 江戸浅草
と水戸下町二奉公
「一 一
海端 屋敷 3.25
一一
権七 権七抱屋敷 冒66
一一 一
67
一
海端
・ 一
屋敷
}
1.22利兵衛 忠蔵
昌 ・ 一 冨 一
海端 屋敷 2.26
」一
源八抱屋敷 源八75
-
7E 海端 屋敷 3.10長衛門 長衛門 95.山城屋と云荒物太物渡世,妹 江戸蔵前.二奉公,弟小見川二奉公
一
屋敷 2ユ6 久兵衛 久兵衛 82.生 魚 渡 世
冒
一 一 」
77
78
一 幽
宮脇
r一 一 一
宮脇
冒
屋敷 L26三郎衛門
一-訂 冨
三郎左衛門 81.三郎衛門,農 業,二 男奥州三春,三 女
府中二田稼ぎ,妹村内二奉公
79 宮脇 屋敷 3.25
●
権兵衛 平助
「一 」
80
「「」一}
宮脇 屋敷 2.2]権七 権七 80.家内不残江戸浅草二出稼
81 宮脇 屋敷 o」8
一}
茂兵衛 茂兵衛 78.府中船乗,家 宅売払,弟 他領真壁村二
奉公
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表3 図3対 照表(つ づき)
一 一 幽 「噌 冒 冨冨π 冨U} 巴 昌Tr冒_
検 地 帳
冨 冨冨 一 冨 絵図上の名請 安政4年人別改帳の記載
帳f:地番 小字名 地種 両機 腰上の名詩
幽.・ 幽・ 騨,冒 一 一
82 堀川
一 」 ・ 」 ・
屋敷
畝
5.19・ヒ兵 衛 七兵衛 77.農 業 ば か り
一 冒唖」・"・ 一 「 冒 「
83 堀川 屋敷 5.11与七 与 ・ヒ 76.農業ばかり
冒,7 昌　 」一 昌r冒r_r 一 一 」」
84 堀川 屋敷 2.21与 惣 衛15Ij 与惣衛門
一一
%5.農業,小 御山守,十 人組頭
「冒 「 一冒π
85
皿 皿
堀川 屋敷 2.29彦四郎
一一 」」
彦四郎
7一 一 一 胃 幽 ・一 一 「　}
74.農 業 也
86 堀川 屋敷 2.3彦兵衛
・ 一 一
「 一 躍 「
(名前不記入)
一 一 「胃
59.上総屋 と云菓子渡世
88
「 π 「
堀川 瞳敷 3.10
「冒 冒
須田源之丞 須田源之丞
曹冒 皿 冒 「}「 ㎜ 　 一 一 ・・ 一 一」
『 一 一 」一,一 「 「 一 丁一 冒 一 一 」」 一 」 一 」 一 」 」 一 一 τ 」 一} 」一 「w 「一
295 入の屋しき 屋敷 G.9通栄 (記載なし)
一 一
1.御医東栄 と同じ家(通 栄は通名)
一 一 ・一 一一 冒 「 '」 「
302 L向 穫敷 7.18次兵衛 (記載なし) 28.御医玄碩(次 兵衛事),他領金井津村二
出稼,妹 ・姪江戸表二出稼
一 ・ 冒 冒 一 一 一 」 噌 「 幽 一 買 置胃
306 上向 屋敷 2.21次郎衛門 (記載なし) 2.農 業 ば か り
一 ・ 幽 冒 「「 「 一 冒 一
307 1向 屋敷 4.18権八 (記載なし) 3.農 業ばかり,父 ・弟他領長嶋村二出稼
31: 宿
一一」 」一 一 」 ・
屋敷 6.7須田源之丞抱屋敷
一 一 一
冒 皿 一
}一 皿 　 一一 一・ 冨7F7一 脇 冒
312 宿
一
屋敷 2』9 佐七 佐七 113.山本屋 と云,永 山樗人別之内,当 時牛
堀村出稼
皿 冒「「 幽P ㎜ 冨"
313 宿 屋敷 3.0権兵衛 ・
一 一
権兵衛 27.農業ばか り,十人組頭
一 一 馳 一一 」・一一 一 」一 ・一一・」 一 ・ 一 」一脚 噌 一 噌 「皿 皿 「 一 冨「 πu冨 一 曹 冒 一 曹
314 宿
一 一
屋敷 4.23須田源之丞抱屋敷 須田源之丞抱屋敷
　 買置 幽 」 ・一」 一尉 一
31f 宿 屋敷 1L23須田源之丞抱屋敷 須田源之丞抱屋敷
「一 冨 「 一 回 田 冨 }「 「「 冒}
316 内川岸 歴敷 4.12彦兵衛 彦兵衛 19.呼 屋(荒 物 ・小 間 物 ・太物 渡1曇り
一一一 ,,一 }「 「 一
317 内川岸 屋敷
一 」
1.0清八
「 「一 冒
清八 is.樽 屋 と云,ほ くち 渡 世
皿 一 一・ 」 … 一 一 「-
318 内川岸 屋敷
一
2.0熊太郎
一 一
熊太郎
冒 「 「冒 「冒「 胃 「}「 「 一
3重9 内川岸 屋敷
一
0.7清二郎
π 「 「
清四(カ)郎
冒 皿 冒冒 「 「 一
320 内川岸
買置 冒 冒 ・一 皿 ・
屋敷 5.25伝二郎
一一」
伝二郎 15.農 業 ば か り
「「 冒 τ
321 内川岸 屋敷 1ユ3喜三郎 喜三郎 13.屋号柑井 と云,菜 種併白米升売 り,妹
滑川村,弟 江戸表二奉公,妹 鹿島大宮
司へ見習い
}昌 「 一m」 「 　 一 一一'・ 」 」一 ・一 「 一 ・一
324 内川岸
㎜ ㎜ 一一 唖 一一・・一 一
屋敷 7.is仁衛門
一
仁衛門
齢P 冒π 冒 「 一}
325 内川岸 屋敷 LO 安兵衛 安兵衛 9.銚 子屋 と云,俸 江戸室町,二 女江戸細
曾 川越中守様屋敷二奉公,兄 志戸塚村二
出稼 ・
一 " 一 」T-冨 一 冨r一 一 一 ●■ 一 ・ 墨 」
326 東 屋敷 4.18熊太郎抱屋敷 (記載なし)
}T「 一 一 」 昌昌 昌 」一・一 」"rr
327 東 屋敷 5.23仁衛門抱屋敷 (記載なし)
騨 一_r 「冒 「τ ・ ・一」 「 冒 「n
328 東 屋敷 5.10善衛門 ・ (記載なし) 6.農業ばか り,三 男茂木村二禺稼,孫3
名潮来村 ・水戸泉町 ・鹿島郡幡木村二奉
公
齢 」9,「 π「「 「 一 皿
330 東 屋 敷. 4.13重兵衛 (記載なし) 5.農業ばか り
一画 冒 「 　 「 一 ・一 一 mπ「「__
332 東
一・一
屋敷 5.21喜衛門 (記載なし) 4.魚売渡世,従 弟他領xx村 二出稼
「π"-「 π-一 一一 ・ ・ 一一」 「一「 一 冒
333 東 屋敷 3.f善左衛門 (記載なし) 20.T一年 屋 と 云,魚 問 屋,十 人 紐 頭,次
男 ・嫁江戸表二出稼,銚r2名 ・潮来村
2名奉公
一 一 一一 皿 「 一 」 ・一 一 一 冒 一 ・ 幽 ・
336 東 屋敷 44 助左衛門 (記載なし)
r「 一 「「 一 』 齢 冒_π } 一
338 東
一 一 「一 冒 「
座敷 2:1堀之内村日本松寺抱屋敷
一}
(記載なし)
冒 「冒 」一
注>1. 帳上地番とは天保検地帳上の筆番号である。
2. 帳上地番の雷号が抜けているのは屋敷地以外の土地である。
3. 安政4年人別帳の記載欄には便宜上人別帳記載順の番号を附した。
唱
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茨城県潮来市田牛堀村須田本家:文書の研究一一 牛堀村の屋並の復元一
と関係のある建物であろうか。川岸が位置する辺 りの小字は内川岸 というが,源 之丞家 と道を隔てた
夜越川沿いには317.火口渡世 ・菜種白米升売 りの店が並び高札場の前には生業は不明だが銚子屋 とい
う店があるのがわかる。
川岸の番・小屋の ような建物か ら北に真っ直 ぐな道が通 り,その道は小字で言うと上宿で鍵の手状に
曲げ られて,さ らに北へ と延 びてい るが,上 宿 までの屋並 を見 る と,番 小 屋の前 には316.荒物小間物
太物渡世の店があ り,源之丞の屋敷 と抱屋敷の間を通ると,6材木渡世の七衛門の店 とその5.抱屋敷
があ り,七 衛門 の店の隣 りには7.荒物太物 渡世 ・12.鍛冶屋 渡世 の店 が並び,鍛 冶屋 の斜前 には15.豆
腐渡世の店 があ る。 上宿には道か ら外れた ところに18.造酒渡 世の店 と19.郷蔵 がある。
上宿で鍵の手状に曲げ られて,さ らに北へと延びている道では,そ の常陸利根川側では熊野神社参
道入 り口辺 りまでは農業専業者 と抱屋敷が多 く,店は3ユ.足袋仕立渡世の店が確認で きるのみであ
る。熊野 神社参道 入 り口 よ り北 側では41.魚売渡 世 ・45.船大工渡 世 ・76.荒物太 物渡世 の店 が確認 で
きるが,47.藻揚場 の前 の ところに湯屋 があ った よ うであ る。 また この辺 りには60.高瀬船 頭 ・63.船
さ し ・81.船乗な ど河 川交通 の従事者が集ま ってい る。
上宿 よ り北 へ延び る道 の熊 野神社㈹ ・台地側 では,墓 所 の隣 りに28.魚屋 があ り,そ の3軒 先が33.
荒物 太物 渡世の店 があ り,熊 野 神社参道入 り口を過 ぎる と,43.糀渡 世 ・50.荒物 太物 渡 世 ・56.古鉄
渡世 ・77,生魚渡 世の店 があ る。77.生魚渡世の店 を過 ぎる と,農 業専業 者の屋 敷が 多いが,7軒 おい
て86.菓子渡世の店 がある。
86.菓子渡世の店の小字は堀川で,そ こは牛堀村の北端 に当たる所で,隣 村永山村に接する小字で
あ る。86.菓子渡 世の店 の北 側の88.屋敷 は源之丞の屋敷 とな っている。 抱屋敷 ではな いが,そ の よう
な居宅以外の屋敷や抱屋敷は,そ のことを検証することはできないが,借 家 となっていて何 らかの商
売が営まれていたことは充分推測できる。 とすれば,以 上の屋並の復元によって,天 保検地の時点に
は現在の牛堀の永山村に至るまで続 く路村の屋並の原型は既に出来上がっていたと理解されよう。
おわりに
須1τ1本家文書の年欠だが耕宅地絵図を基に天保検地帳,及 び,安 政4年 の人別改帳 を検討するこ
とによって牛堀村の屋並を復元することを意図して きた。それは,成立期における牛堀村の集落につ
いて考える手掛か りを得 るための作業であったが,意 外 と天保検地の屋敷地名請人 と安政4年 の人
別改帳に記載;された人名 との照合が困難で,天 保検地の屋敷地筆数101筆の52筆が照合できたに過ぎ
ず,う ち屋敷地所持者の生業が判明したのは43戸であった。その比定 にも不安は残 り,不十分な検
討結=果に終わったが,川 岸の主要な位置は庄屋源之丞の屋敷が占めていた。源之丞が庄屋であること
が最初に確認されるのは寛永6年 であるがω,寛永検地帳の摩敷地の所在地の推測からしても,その
頃には源之丞の屋敷は川岸のその主要な場所に位置 していた と考えられよう。そして,そ の集落の形
成がどのように進展したのか明らかではないが,天 保検地の時点には現在の牛堀の集落が展開する隣
村永山村境に至るところまで既に屋並1ホ展開してお り,現在の牛堀の屋並の原型は天保検地の時点に
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は出来上がっていた ことが理解され よう。
注
ω 「明治大学人文科学研究所紀要」第54冊所収拙稿 「茨城県行力郡1日牛堀村須田本家文書の研究…永山村絵図を
中心 に一 」参照。
② 天保13年11月の検地帳の表題は 「常陸国行方郡牛堀村御検地帳」,安政4年 正月の人別改帳の表題はr正 人
別改帳」(外表紙)・「行方郡牛堀村正人別村拍」(中表紙)。ともに国文学研究資料館史料館所蔵。
(3)牛堀村の寛永検地については 「明治大学人文科学研究所年報」第29号所収拙稿 「近世村落の研究一一一茨城県行
方郡旧年堀村須田本寂文書の検討一」参照。
ω 牛堀町発行 『ふるさと牛堀一人 と水の歴史』による。
㈲ 大石慎二郎校訂 『地方凡例録』(近藤出版社)に よる。
⑥ 『水戸藩史料』別記下(吉 川弘文館)。
(7)文部省史料館 『史料館所蔵史料 目録』第19集須田家文書解題による。
⑧ 「牛堀村舟休堀鹿絵図」が茨城県立歴史館所蔵須田家文書の中にある。
ω 須出家新宅の門は1日牛堀町の町指定文化財 とな っている。その建立は天保年間とされている(牛 堀町教育委
員会 『郷土うしぼ り』)。[
㈹ 牛堀村の熊野神社は,天 和4(1684)年庄屋喜三郎(須 田宏)が 永山村の 日吉山王神社から熊野社:だけを勧
.請し創建 された神社である(牛 堀町発行rふ るさと牛堀 一人 と水の歴史』による)。熊野神社は熊野坐神社 ・熊
野速玉神社 ・熊野那智神社の三社が祭 られているので,三 熊野神社 とも称される。
(i1>寛永6年12月 「巳ノ年高方金子納車」の宛名が 「長山村牛堀共源之丞百姓中」 となっている。そこに庄屋な
いし名主の語はないが,寛 永8年10刀 「午蔵米方納車」の宛名は 「長山村名主源之丞惣着姓中」,寛 永9年12
月 「申ノ歳綱島方金之事」の宛名は 「長111村之内牛堀名主源之丞惣百姓中」 となっている(史料はいずれ も須
田本家文書)。
(かどまえ ・ひろゆき 文学部教授)
、
